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１．背景と目的 

京都の寺院には，比叡山と大文字山の間から産出した白川砂と

呼ばれる花崗岩の白砂を用いて作られた庭園が多くみられる 1)。

白川砂の敷砂は「白砂敷」とも呼ばれ，古くから京都の御所南庭

の儀式の広場や，寝殿造と書院造庭園に使われていた 2-4)。室町時

代になると，「枯山水」は「作庭記」の頃の池泉庭園の局部から，

独立した庭園様式へ発展する 5-7)とともに，白砂敷が禅宗寺院を始

め，京都の寺院庭園に広く使われるようになった。寺院庭園の「方

丈前庭」は，本来儀式を行う白砂敷の広場であったが，室町時代

になって儀式の場が室外から室内に移動し，白砂敷の広場には石

組や植栽が設けられるようになった 2, 5, 8-10)。 
枯山水庭園のベースとしては，杉苔などの地被植物が用いられ

る場合もあるが，圧倒的に多いのは白川砂である 3, 11)。白砂敷の

利用は中国や欧米で見られない日本庭園特有の手法であり 11-13)，

東洋絵画の「余白」や禅宗思想の「無」とのつながりなど，その

歴史的・文化的価値は，庭園研究家 5, 12, 13)のみならず，伊藤 9, 14)，

西沢 10)，福田 15)，矢内原 16)，唐木 17)や高階 18)など，建築・美術・

哲学の幅広い分野の研究者からも注目されている。また，白砂敷

の庭園の「無の空間」の精神的効果は海外でも研究されている 19)。 
しかし，昭和時代の法規により白川砂の採取が禁止され，今ま

で作られた寺院庭園の白砂敷が苔地に変化し，ほかの素材に転換

されるなどの事例が出できた。一方，白川砂の類似品を代用した

寺院の新たな作庭もみられる 1)。白砂敷を用いた造園手法を継

承・発展させていくためには，昭和時代までの寺院庭園の構成に

おける白砂敷の利用形態などを把握することが急務となっている。 
庭園構成上の白砂敷の特徴に関して，重森三玲は「京都庭園の

研究」（1947）8)と「枯山水」（1965）5)で，枯山水庭園を「方丈

式」と「書院式」に分類し，儀式的機能と生活的機能から生まれ

た「白砂と砂紋の美」に注目している。方丈前庭の白砂敷の歴史

的変遷については，本来の儀式用の広場から「龍安寺のような儀

式的機能を否定する全庭に配石を行った地割」と「大徳寺本坊の

ような土塀際に石組や植栽を押しつけて儀式的機能に考慮した地

割」の2種類の様式に発展してきたことを論じている。 
また，丹羽は「余白庭園」（1960）13)の中で，白砂敷の「余白

の効果」は，空白部の広さ，建築との相互関係，庭園の各構成要

素の種類や配置などにより変化すると示している。福田は「砂の

庭」に注目し，白砂敷の造形と意匠について論じている 15)。その

他，中世の文献に基づき白砂敷に造形を加えた「立砂」の意匠を

考察した西ヶ谷（1988）20)の研究，白砂敷に描かれている砂紋の

紋様をまとめた平山（1925）21)，重森（1948）22)，福田（1967）
15)，吉川（1971）23)などの既存文献がある。 
一方，寺院庭園に関する研究として，前田ら（2001）24)は京都

の桃山期までの 25 寺院の方丈庭園と書院庭園に対して平面分析

を行い，山口ら（2010）25)は大徳寺と妙心寺の本坊塔頭の建築と

敷地の配置関係や空間構成を分析した。真木ら（2012）26) は室

町後期の禅宗寺院の方丈庭園4件について，異なる視点場からの

眺めを分析し，庭園構成と山水画構図の関係を考察した。三谷ら

（2006）27) は室町後期から江戸初期に作られた京都の 5 寺院の

南庭を対象に，白砂敷の月光反射効果を解析した。 
これらの研究は，特定の時代の特徴的な庭園を対象としたもの

であり，白砂敷の特徴を包括的に論じるには至っていない。張ら

（2015）1)は材料の視点から京都の166寺院における白川砂の利

用を明らかにしているが，白砂敷がどのような形で庭園の構成に

活用されているかといった分析に至っていない。 
そこで本研究は，精緻な現状調査に基づき，京都の寺院庭園に

おける白砂敷の配置や表現法を定性・定量的に分析し，その時代

や宗派の特徴を把握することを目的とした。 
 
２．研究方法 

（１）分析対象の選出と時代・宗派の判断 

本研究では，京都市を中心に，寺院における昭和期までに作庭

された方丈・書院に付属する白砂敷の庭園を対象とした。 

京都の寺院庭園における白砂敷の配置と表現法 
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方丈は大方丈・本堂・客殿とも呼ばれ，中央の仏間に本尊など

を安置するもっとも重要な建築であり，生活的機能のうえに儀式

の機能を持っている。一方，書院は小方丈・付書院とも呼ばれ，

住持の生活空間であるが，規模の小さい塔頭寺院では設置されな

い事例もある 24, 25)。また，方丈の仏間の左右の部屋を「書院」や

「書院の間」として使われ，その部屋にのぞむ庭園を「書院庭園」

と呼ぶ場合があるが，本研究ではこれらの庭園はすべて「方丈庭

園」として扱い，「書院」は方丈から独立した建築をさすものとし，

それに付随する庭園を「書院庭園」として扱った。 
分析対象の選出において，庭園関係の文献18本（1942～2005）

（表－1）から，方丈庭園や書院庭園の白砂敷が注目される京都

の46寺院の61庭園を抽出した。赤い砂敷の龍吟庵方丈東庭など

は対象外とした。作庭時代について，文化財庭園は指定範囲 28)

を参考にして指定詳細 29, 30)に基づいて判断し，その他の庭園は文

献情報に基づいて判断した。作庭後に庭園の構成に変化があった

慈照寺 31)・芬陀院 32)・真如院 33)については，庭園の改修に関する

記録をふまえて時代を判断した。文献に時代情報が見当たらない

庭園，あるいは作庭時代について諸説がある庭園は，後述の現地

調査で時代情報を確認した。そして，寺院の改宗などの有無を確

認し，作庭時点の庭園の宗派を判断した。なお，作庭時点で寺院

ではなく，昭和期に寺院に改めた詩仙堂は分析対象外とした。 
（２）分析項目の設定 

白砂敷の配置と表現法に関する特徴を把握するために，重森 5, 8)

が論じた「庭園の儀式的機能と生活的機能」，丹羽 13)が論じた「空

白部の広さ，建築との相互関係，庭園の各構成要素の種類や配置

などにより変化する白砂敷の効果」，福田ら 15, 20-23)が論じた「白

砂敷の造形」などの知見から分析項目を設定した（表－2）。 
白砂敷の配置に関しては，まず庭園を建築物との関係から，方

丈の正面に位置する「方丈前庭」，方丈の正面以外に位置する「前

庭以外の方丈庭園」と書院に付属する「書院庭園」に分類した。

方丈と書院が同じ庭園に面した場合には，作庭の意匠から庭園を

望む主な視点を判断し庭園を分類した。また，真言宗などの寺院

で方丈建築がない場合には，儀式的機能を持つ格式の高い宸殿な

どに付随する前庭を「方丈前庭」として扱った。次に白砂敷の「庭

園内における位置」，面積の割合を示す「白砂率」（白砂敷の面積/
庭園面積×100%）を設定した。白砂敷の表現法に関しては，砂の

造形とほかの庭園要素との併用などを把握するため，「砂紋」と「白

砂敷の内部要素：盛砂やほかの庭園要素」を調査項目とした。 
（３）現地調査 

選出した庭園の現地調査について，まず京都大学農学研究科造

園学研究室 34)・重森 35)・同朋舎 36)・吉永 37)・西澤 38)などから44
庭園の平面図を収集し，図面がない場合は，最新の航空写真

（Google Maps, 1/500, 2015～2016）を利用した。 
現地調査では，図面や航空写真を用いて分析項目に基づき，庭

園と建築物の関係，庭園内の白砂敷の位置，白砂敷と庭園の境界，

砂紋，白砂敷内部の庭石・苔・庭木などの庭園要素を確認・記録

した。現在までに白砂敷がなくなった妙心寺 39)・勧持院 40)・醍醐

寺三宝院 41)は，図面に基づいて分析した。砂紋が行事などで変化

する場合は，日常時に最も多く書かれている紋様を記録した。 
ごく一部の非公開寺院（霊洞院・勧持院・臨川寺・三玄院・光

清寺の5件）では，庭園の状態を現地調査で確認できなかったが，

平面図・航空写真と文献記述などで推定した。また，文献に言及

されていないが，現地調査で白砂敷とその時代を確認した相国寺

本坊・禅林寺・興臨院・金戒光明寺・東本願寺・真如堂の7寺院

の8庭園を分析対象に追加した。 
次に現地調査の結果を踏まえ，確認・修正した庭園の平面図や

航空写真をAutoCADでトレースして，庭園面積と白砂敷の面積

を算出し，「白砂敷の面積/庭園面積×100%」を「白砂率」として

算出した。庭園面積の算出においては，庭園周囲の葛石・広縁・

土塀・生垣などを境界線とした。規模の大きい植栽や池泉が作ら

れ，境界が明確でない場合は，建築物の縁側の中央部から視線の

届く部分を庭園の範囲として計算した（図－1）。 

 

３．結果 

本研究では京都の 52 寺院の合計 68 庭園を選出し，そのうち

44 庭園の平面図を収集した（表－3～5 で◆が付いている庭園）。

時代順にみると，天龍寺の庭園を始め，室町桃山時代8件，江戸

時代23件，明治大正時代6件，昭和時代31件であった。江戸と

昭和時代の庭園数が多く，昭和時代に重森三玲の作庭が11件（表

－3～5で＊が付いている庭園），中根金作の作庭が5件あった。 
宗派をみると，臨済宗が 50 件で全体の 7 割以上を占めていた

が，明治大正時代にはほとんどが仁和寺・大覚寺・泉涌寺など，

真言宗の門跡寺院の庭園であった（図－2）。その他，浄土宗・浄

土真宗・日蓮宗・法華宗の庭園もみられた。また，庭園面積・白

砂敷の面積は龍源院方丈西庭の13 m2・12 m2から大覚寺宸殿南

庭の3,170 m2・1,972 m2まで分布していた。1,000 m2以上の大

規模の庭園は6件みられ，そのうち4件は真言宗の庭園であった。

臨済宗の庭園は室町時代の天龍寺方丈西庭1例以外，庭園面積は

すべて1,000m2未満であった。 

 
図－1 境界が明確でない庭園の範囲の決め方 

表－1 京都の寺院庭園の  
表－2 分析項目の設定 

白砂敷に言及している文献  

編著者 引用番号 出版年  分析項目 細目 
重森 5, 8, 35) 1942～1971   作庭時代 

森 12) 1950   概要  作庭時点の宗派 
吉永 42, 43) 1958・1962   庭園面積と白砂敷の面積 

堀口 44) 1965  

白砂敷の

配置 

建築物と

の関係 

方丈前庭 

福田 15) 1967   前庭以外の方丈庭園

吉川 23, 45) 1968・1971   書院庭園 

早川 46)  1967  庭園内における白砂敷の位置 
伊藤 9, 14)  1970・1971  

白砂率：
白砂敷の面積

×100%
西澤 10, 47)  1975・1976  庭園面積 

相賀 48)  1978  
白砂敷の

表現法 

砂紋 

岡崎 11)  1982  白砂敷の

内部要素 

盛砂 
進士 3)  2005  ほかの庭園要素 
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  表－3 方丈前庭における白砂敷の配置と表現法（n=41，平均白砂率56%） 

時代 宗派 寺院    庭園 白砂率
庭園 
面積/m2 

白砂敷 
の位置 

白砂敷の

面積/m2

白砂敷の 
砂紋 

白砂敷の 
内部要素 

時代情報の 
出典など 

室町 
3 

臨済 

大仙院 方丈南庭 99% 152 
全面 

150 
直線 

苔木・立砂2 29) ◆ 
龍安寺 方丈南庭 87% 230 201 石苔 29) ◆ 
天龍寺 方丈東庭 62% 621 前方 388 × 29) ◆ 

江戸 
17 

臨済 

東海庵 方丈南庭 100% 287 

全面 

287 直線 × 45, 48) ◆ 
妙心寺 大方丈南庭 95% 478 452 × 石木・立砂2 29) ◆     39)

相国寺本坊 方丈南庭 93% 324 300 
直線 

延段 現地       51)

玉鳳院 方丈南庭 75% 542 408 
木・燈籠・

延段・砂壇
29) ◆ 

正伝寺 方丈東庭 71% 180 

前方 

127 
直線 

× 8, 35, 45, 48)◆
黄梅院 本堂南庭 70% 280 196 × 8, 15, 48) 
大徳寺本坊 方丈南庭 65% 545 354 直線＋波 石苔・立砂2 29) ◆ 
南禅寺本坊 方丈南庭 60% 342 204 直線＋波 × 29) ◆ 
酬恩庵 方丈南庭 56% 212 118 

直線 
× 29) ◆ 

慈照寺 方丈南庭 ▼ 49% 856 419 立砂・砂壇 29) ◆     31)

東福寺普門院 東庭 ▼ 28% 738 207 市松 × 8, 35, 48) ◆ 
相国寺開山堂 南庭 25% 817 203 

直線 
石木 5, 8, 48) 

金福寺 本堂南庭 24% 169 40 × 8, 45, 48) 
霊洞院 方丈南庭 ▼ 15% 163 25 立砂 29) ◆ 

浄土 
禅林寺 釈迦堂南庭 60% 93 

前方 
56 波 砂壇 現地       52)

知恩院 大方丈南庭 ▼ 23% 1424 325 直線 × 30) ◆ 
日蓮 勧持院 本堂南庭 37% 363 133 直線 × 15, 49) ◆  40)

明治 
大正 

4 

臨済 天授庵 方丈東庭 29% 574 

前方 

165 

直線 

石苔木 49) ◆ 

真言 

泉涌寺 霊明殿西庭 78% 495 385 × 現地       53)

大覚寺 宸殿南庭 62% 3170 1972 
梅橘・燈籠

・能舞台 
現地       54)

仁和寺 南庭 58% 1327 772 桜橘 現地 ◆    55)

昭和 
17 

臨済 

龍吟庵 方丈南庭 ＊ 100% 130 
全面 

130 直線 × 48) ◆ 
龍源院 方丈南庭 79% 145 114 直線＋渦巻 石苔 現地 ◆    56)

光清寺 方丈東庭 ＊ 65% 280 183 直線＋波 石苔 48) 
臨川寺 本堂南庭 75% 792 

前方 

595 直線 石苔木 現地 
東福寺 方丈南庭 ＊ 62% 486 303 直線＋渦巻 石 29) ◆ 
等持院 方丈南庭 62% 352 217 直線 × 48) 
瑞峯院 方丈南庭 ＊ 55% 139 77 波 石 35) ◆ 
興臨院 方丈南庭 53% 129 69 直線 石 現地       57)

建仁寺本坊 方丈南庭 50% 565 282 波 石苔 48) 
芳春院 本堂南庭 46% 295 137 

直線 
石 48)    57)

三玄院 方丈東庭 41% 263 109 石苔 15, 48) 
霊雲院 方丈南庭 ＊ 19% 361 70 渦巻 石 48) ◆ 
芬陀院 方丈南庭 16% 322 50 直線 × 35, 48) ◆  32)

光明院 方丈東庭 ＊ 14% 823 中央部 115 波 石 48) ◆ 
天台 廬山寺 本堂南庭 52% 547 

前方 
284 × × 48) 

浄土 金戒光明寺 本堂南庭 56% 317 178 直線 延段 現地       58)

法華 妙満寺 本堂東庭 24% 860 206 直線 × 48) 

▼：白砂敷が池泉の前方に配置される庭園  ＊：重森三玲の作庭             ◆：平面図がある庭園 

 
表－4 前庭以外の方丈庭園における白砂敷の配置と表現法（n=16，平均白砂率44%） 

時代 宗派 寺院    庭園 白砂率
庭園 
面積/m2 

白砂敷 
の位置 

白砂敷の

面積/m2

白砂敷の 
砂紋 

白砂敷の 
内部要素 

時代情報 
の出典など 

室町 
2 

臨済 
大仙院 方丈東庭 24% 91 

前方 
22 波 石 29) ◆    59)

天龍寺 方丈西庭 ▼ 10% 2531 256 直線 × 29) ◆ 

江戸 
3 

臨済 

東海庵 方丈北庭 93% 30 
全面 

28 渦巻 石 23, 45, 48)◆ 
大徳寺本坊 方丈東庭 75% 151 114 直線 石苔木 29) ◆ 
退蔵院 方丈西庭 19% 161 中央部 31 × × 29) ◆ 

昭和 
11 

臨済 

龍源院 方丈東庭 92% 13 

全面 

12 直線＋渦巻 石  48) ◆ 
南禅寺本坊 方丈西庭 75% 156 117 直線 石苔木・延段 現地 ◆   60)

大仙院 方丈北庭 73% 30 22 直線 石木 現地 ◆   57)

龍吟庵 方丈西庭 ＊ 43% 238 103 波 黒砂・曲線 48) ◆ 
瑞峯院 方丈北庭 ＊ 63% 43 

前方 

27 直線 石 48) ◆ 
興臨院 方丈西庭 29% 119 35 直線 × 現地      57)

建仁寺本坊 方丈西庭 26% 483 125 波＋渦巻 石苔 48) 
東福寺 方丈西庭 ＊ 22% 117 26 × × 29) ◆ 
東福寺 方丈東庭 ＊ 13% 194 25 渦巻 石 29) ◆ 
霊雲院 方丈西庭 ＊ 18% 244 中央部 43 渦巻 × 48) ◆ 

日蓮 真如院 方丈西庭 25% 126 前方 32 波＋渦巻 × 35, 48)◆  33)

▼：白砂敷が池泉の前方に配置される庭園  ＊：重森三玲の作庭             ◆：平面図がある庭園 

 図－4 庭園内における白砂敷の位置
（上：全面，中：前方，下：中央部） 

（実線で囲んだ内部が庭園の範囲）  
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（１）白砂敷の配置 
１）白砂敷の庭園と建築物の関係 

選出した68庭園を建築物との配置関係から分類した結果，「方

丈前庭」が41件で全体の6割以上を占め，「前庭以外の方丈庭園」

が16件，「書院庭園」が11件であった（表－3～5）。 
「方丈前庭」・「前庭以外の方丈庭園」・「書院庭園」の白砂敷の

平均規模は 268 m2・64 m2・131 m2で，「方丈前庭」に大覚寺

（1,972m2），仁和寺（772m2），臨川寺（595m2）など，白砂敷

の規模が大きい事例がみられた。庭園面積が1,000m2以上の6庭

園は，すべて「方丈前庭」と「書院庭園」に属していた。また，

「前庭以外の方丈庭園」に200m2未満の庭園が12件で多かった。 
時代別にみると，「方丈前庭」の約 8 割は江戸時代と昭和時代

に作られた。「前庭以外の方丈庭園」の多くは昭和時代に作られ，

明治大正時代作庭の事例はなかった。「書院庭園」では，昭和時代

に作られたものは3件のみであった（図－3）。また，「方丈前庭」

は室町桃山時代においてすべて臨済宗の庭園であり，江戸時代に

なると，浄土宗や日蓮宗などの庭園も現れた。「前庭以外の方丈庭

園」は真如院の一例以外，すべて臨済宗の庭園であり，「書院庭園」

の件数は少ないものの，宗派は多様であった。 

２）庭園内における白砂敷の配置形式 
庭園内における白砂敷の位置からみると，庭園の「全面」・「前

方」・「中央部」の3種類の配置形式があった（図－4）。 
「全面」は白砂敷が庭園一面に広がる形式で，龍安寺や大仙院

の方丈南庭を始めとする 15 件であり，すべて臨済宗の方丈庭園

にみられた。庭園面積をみると，すべて550m2未満であった。 
「前方」は建物側から眺めると石組や植栽などが奥に位置し，

白砂敷が手前に配置される形式である。全体の約7割を占める合

計 49 件が確認され，事例数がもっとも多い形式であり，作庭時

代も宗派も多様であった。「方丈前庭」の約3/4と1例を除く「書

院庭園」はすべてこの形式を利用していた。また，「前庭以外の方

丈庭園」においては，江戸時代までに比べ，昭和時代に「前方」

の配置形式を用いた作庭が増えていた。 
一方，「前方」の形式に，白砂敷が池泉の前方に配置されている

事例は 9 件みられた（表－3～5 で▼が付いている庭園）。慈照寺

と東福寺普門院以外の7件では池汀が建物に迫っており，白砂敷

は奥行の浅い形となっていた。この9庭園は，庭園面積が大きく，

宗派は多様であったが，昭和時代の作庭にはない形式であった。 
「中央部」は白砂敷が築山や苔地などに囲まれる形式である。

4件のみが確認され，昭和時代の2件は重森三玲の作庭であった。 
全体的に，室町桃山時代は8庭園しかないが，池泉の前方に配

置される形式を含め，上述した3種類の配置形式がすべてみられ

た。一方，明治大正時代の6庭園はすべて「前方」に属していた。

「中央部」に属した「方丈前庭」は，昭和時代以前になかったが，

昭和時代に重森三玲作庭の光明院方丈東庭1例がみられた。 

３）庭園の白砂率 
庭園の「白砂率」算出した結果，全体的に9%～100%の範囲に

あり，「方丈前庭」・「前庭以外の方丈庭園」・「書院庭園」の平均白

砂率は56%・44%・25%であった（図－5～7）。 
「方丈前庭」では白砂率が 14%（光明院）～100%に分布し，

庭園面積も白砂率もばらつきが大きかった。東海庵（100%）・龍

吟庵（100%）・大仙院（99%）のように，ほぼ完全に白砂敷に覆

われている庭園が臨済宗にみられた。白砂敷が池泉の前方に配置

される3庭園以外，昭和時代の庭園は江戸時代までの庭園に比べ，

白砂率が比較的小さかった。「前庭以外の方丈庭園」では白砂敷が

10%（天龍寺）～93%（東海庵）に分布し，庭園面積が小さいほ

ど白砂率が高い傾向が示された。「書院庭園」では白砂敷が9%（泉

涌寺・醍醐寺三宝院）～61%（曼殊院）に分布し，庭園面積のば

らつきは大きかったが，白砂率は平均的に小さかった。 
全体的に，「全面」に属する15庭園は，庭園面積が最大542m2

（玉鳳院方丈南庭）で，そのうち 13 件は白砂率が 75%以上であ

ったが，昭和時代重森三玲作庭の光清寺方丈東庭と龍吟庵方丈西

庭の2件は白砂率が70%未満であった。「前方」に属する49庭園

は，白砂率が最大78%（泉涌寺霊明殿西庭）であった。庭園面積

が1,000m2以上の6庭園はすべてこの形式となり，そのうち天龍

寺方丈西庭などの 4 件は白砂敷が池泉の前方に配置されていた。

「中央部」に属する4庭園の白砂率がすべて25%未満であった。 
（２）白砂敷の表現法 

１）白砂敷の砂紋 

砂紋がない白砂敷は各時代の方丈庭園と書院庭園に散見され，

合計7件のみであったが，61庭園で白砂敷の砂紋が認められ，総

件数の約 9 割を占めた（図－8）。砂紋の種類を具体的にみると，

「直線のみ」は合計 39 件で，もっとも多く認められた。この紋

様は宗派・時代の偏りがなく，白砂敷の面積が 22m2～1,972m2

と多様であり，「方丈前庭」の6割以上，「前庭以外の方丈庭園」

の約4割と「書院庭園」の約5割に利用されていた。「渦巻のみ」

あるいは「渦巻＋波」の利用は6庭園でみられ，そのうち4件は

白砂敷の面積が 50m2未満の「前庭以外の方丈庭園」であった。

全体的に，「方丈前庭」に「直線のみ」が多く，「前庭以外の方丈

庭園」に多様な紋様がみられた。また，池泉の前方に配置される

9 庭園の砂紋は，東福寺普門院の「市松」1 例以外，すべて「な

し」か「直線のみ」で砂紋が単純であった。 
時代別にみると，室町桃山時代の庭園の砂紋が比較的単純であ

った。「方丈前庭」においては，明治大正時代までの24庭園のう

ち19件が「直線のみ」を利用しており，「渦巻」の利用はなかっ
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図－8 白砂敷の砂紋
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表－5 書院庭園における白砂敷の配置と表現法（n=11，平均白砂率25%） 

時代 宗派 寺院    庭園 白砂率
庭園 
面積/m2 

白砂敷 
の位置 

白砂敷の

面積/m2

白砂敷の 
砂紋 

白砂敷の

内部要素

時代情報 
の出典など

桃山 
3 

臨済 円徳院 書院東庭 14% 536 
前方 

73 直線 × 29) ◆ 
真言 醍醐寺三宝院 南庭 ▼ 9% 2233 206 × 石/苔/木 29) ◆   41)

浄真 本願寺 大書院東庭 12% 572 中央部 71 × × 29) ◆ 

江戸 
3 

臨済 金地院 小方丈南庭 50% 537 
前方 

269 直線＋波 × 29) ◆ 
天台 曼殊院 書院南庭 61% 340 206 直線＋渦巻 砂壇 29) ◆ 
真言 仁和寺 北庭 ▼ 18% 1482 269 直線 × 30) ◆ 

明治 

2 
真言 泉涌寺 御座所南庭 ▼ 9% 694 

前方 
59 直線 × 現地     53)

浄真 東本願寺宮御殿東庭 ▼ 11% 648 74 × × 現地 

昭和 
3 

臨済 大心院 大書院南庭 24% 101 
前方 

24 波 石 48)      57)

天台 真如堂 書院東庭 25% 401 102 直線 石 現地 
日蓮 妙蓮寺 書院西庭 38% 235 90 直線 石/苔 48) 

▼：白砂敷が池泉の前方に配置される庭園    ◆：平面図がある庭園 
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た。しかし昭和時代に入ると，砂紋が多様になり，瑞峯院や霊雲

院の方丈前庭など，重森三玲が創作した紋様もみられた。 
２）白砂敷内部の盛砂の利用 

白砂敷内部の盛砂の造形には，白川砂を円錐形に盛って整形す

る「立砂」と盛り上げて表面を平らに均す「砂壇」の2種類が認

められた。盛砂の利用は8庭園にみられ，すべて江戸時代までの

ものであり，曼殊院書院南庭（砂壇）の1件のほかは，すべて「方

丈前庭」であった。 
この7件の方丈前庭において，立砂の利用は5件，砂壇の利用

は3件であり，慈照寺に「向月台・銀沙灘」の立砂と砂壇の併用

が1件認められた。大仙院・妙心寺・大徳寺本坊には，方丈建築

の仏間を中心として，左右2個の立砂が認められた。霊洞院と慈

照寺の立砂は1個のみであった。また，玉鳳院・慈照寺・曼殊院

の砂壇は庭のほぼ全体に広がっていた一方，禅林寺の砂壇は小さ

く，方丈正面の勅使門と方丈の階下の間に設置されていた。 
３）白砂敷内部のほかの庭園要素 

白砂敷内部のほかの庭園要素をみると，要素がないのが 32 件

で，総件数の約半数であり（図－9），白砂敷の面積は25～385m2

に分布していた。「書院庭園」は，明治時代までの 8 件のうち 7
件がこれに属した。その一方，36庭園の白砂敷内部には，ほかの

庭園要素がみとめられた。「石」のみや「石苔」は21件でもっと

も多かった。そのうち「石」のみは13件で，白砂敷の面積は12
～303m2に分布し，その中の 11 件は昭和時代の作庭であった。

これに次いで，「石木」と「石苔木」8 件，「苔木」2 件であり，

苔のみや庭木のみの利用はなかった。 
その他，明治大正時代に作られた真言宗の大覚寺と仁和寺の前

庭の正面には，「左近の梅/桜」と「右近の橘」が利用されていた。

方丈庭園のうち延段の利用が4件あり，相国寺本坊と金戒光明寺

の方丈前庭では正面の唐門から方丈の階下まで連結していた。ま

た，江戸～明治大正時代の燈籠や能舞台，昭和時代の重森三玲に

よる黒砂やコンクリート曲線などの創作要素もみられた。 
全体的に，書院庭園の白砂敷内部の要素は比較的単純であるに

対して，方丈庭園は多様であった。「前方」に属する「方丈前庭」

において，江戸時代までの14庭園のうち12件は白砂敷にほかの

要素がない一方，昭和時代の 13 庭園にはそのような事例は 4 件

しかなく，残りの 9 件では庭石や苔などが利用されていた。「中

央部」の合計5庭園では3件の白砂敷内部にほかの庭園要素がな

く，ほかの2件は庭石のみが利用されていた。また，池泉の前方

に配置された9庭園の白砂敷は，醍醐寺三宝院の1例以外，内部

にほかの庭園要素がなかった。 
 
４．考察  

（１）庭園の構成と機能にみる白砂敷の利用 

白砂敷は様々な規模を持つ庭園に利用され，配置と表現法にお

いて高い多様性がみられた。白砂敷はほとんどが水のない庭園に

使われ，枯山水庭園において重要な役割を果たしているといえる。

一方，白砂敷が池泉の前方に利用される事例も9件みられ，その

うち白砂敷の砂紋や内部要素が単純で，池汀が建物に近い7件に

寝殿造庭園や書院造庭園の特徴が残っていたと考えられる 2)。 
庭園の機能をみると，「方丈前庭」は室内や縁側に座って観賞す

る「座観の庭」である 2, 26)一方，勅使あるいは「晋山式」で就任

する住職が白砂敷の上を通り，または左右2個の立砂の真中や砂

壇の上を通ることで，身を清める 20)という儀式的機能も持ってい

る。この機能と結びついている白砂敷の方丈前庭の特徴は，臨済

宗においては，a）白砂敷が高い白砂率で「全面」や「前方」に

配置され，その内部にほかの要素が少ないこと（東海庵・龍吟庵・

天龍寺・黄梅院・正伝寺など），b）方丈正面に左右2個の立砂や

小規模な砂壇，あるいは延段があること（禅林寺・大仙院・妙心

寺・大徳寺本坊・相国寺本坊・金戒光明寺），であった。真言宗に

おいては，c）白砂敷に「左近の梅/桜・右近の橘」などの要素が

利用され，御所の前庭と同じ特徴がみられた（大覚寺・仁和寺）。 
その一方，「前庭以外の方丈庭園」に庭園面積が小さく，砂紋の

利用が多様であるといった特徴がみられた。建築物の間などの小

さい空間で白砂敷が多様な表情で隙間を持たせる役割を果たして

いる。また，「書院庭園」に白砂率が低く，植栽や池泉の併用が多

いといった特徴がみられ，白砂敷が豊かな景色の中で「余白」を

持たせる役割を果たしている。「方丈前庭」の儀式的機能に対して，

「前庭以外の方丈庭園」と「書院庭園」は生活的機能に主眼をお

いて作庭されるという特徴があった。 
（２）白砂敷の庭園の時代と宗派 
白砂敷の庭園の7割以上は臨済宗の庭園であり，これは「本来

無一物」という禅宗思想を連想させる空白のある庭園が好まれた

ことが背景にあると考えられる 5, 13, 14)。また，曹洞宗などほかの

禅宗寺院と異なり，臨済宗が京都を拠点として発展し，多くの塔

頭寺院を有していることもその原因の一つとして考えられる。 
作庭時代をみると，江戸時代と昭和時代の件数が多かった。室

町・桃山時代の件数は少ないものの，「全面」・「前方」・「中央部」

の3種類の配置形式がみられ，寺院における白砂敷の庭園として

の基本ができた時代ととらえられる。 
江戸時代には白砂敷の庭園の件数が多くなり，それにともなっ

て白砂敷の配置や表現法も多様になっていった。江戸時代は期間

が長く安定し，禅宗に基づいた文化が成熟した時代であり，作庭

にも力が注がれたためと考えられる。また，臨済宗以外浄土宗や

日蓮宗の方丈庭園が出現し，その白砂敷の配置や表現法は臨済宗

と大差がなく，これは臨済宗において発達してきた白砂敷の庭園

様式がほかの宗派の造園に強い影響を与えたからと推測された。 
明治・大正時代になると，白砂敷の庭園の件数が急減した。白

砂敷のほとんどが真言宗の門跡寺院での「前方」に配置され，白

砂敷を用いた作庭手法の多様性が低下していた。この衰退は明治

維新後の「廃仏毀釈」などの運動や洋風庭園の導入の影響を受け

た結果であると考えられる。 
昭和時代になると，重森三玲や中根金作などによる方丈庭園の

作庭が精力的に行われ，件数が増え，砂紋や白砂敷の内部に新な

要素を加えるなど，それまでの時代とは異なる表現法が生まれた。

このように，傑出した作庭家の存在などにより白砂敷の庭園の数

や構成が異なったと考えられる。しかし，庭園面積がすべて

1,000m2未満となり，池泉の前方に配置される事例がなくなり，

大規模な作庭の件数が減少した。さらに，方丈前庭をみると，盛

砂の利用がなくなり，白砂率が低くなる一方，白砂敷内部に庭石

などの配置件数が大幅に増加し，儀式的機能をもった空間から座

観のみの空間に変化していったということが示唆された（表－6）。 
 

表－6 各時代にみる白砂敷の庭園の特徴 

室町・桃山 →  江戸  → 明治・大正 →    昭和 
白砂敷の 3
種類の配置

形式がすで

に形成され

ていた。 

白砂敷を用いた

作庭が発達し，臨

済宗の様式がほ

かの宗派へ影響

を与えた。 

件数が急減

し，白砂敷が

主に真言宗

の寺院に利

用された。 

件数が増え，大規模の作庭が減

少し，池泉の前方で白砂敷の利

用がなくなった。方丈前庭は儀

式的機能をもった空間から座観

のみの空間に変化していった。

盛砂 なし 石木・石苔木 その他

庭
園
数

書院庭園 11
前庭以外の方丈庭園 16 
方丈前庭 41

1
7

8

32
7
6

19

なし 石・石苔 石木・

石苔木

その他盛砂

3
6
12

21

1
4

8
12

1
5

6

ほかの庭園要素

苔木

3
1

図－9 白砂敷内部の盛砂とほかの庭園要素 
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５．まとめ 

本研究は京都の52寺院における白砂敷のある68庭園を抽出し

て現地調査を行い，白砂敷の庭園内における位置・庭園の白砂率・

砂紋・白砂敷内部の要素など，白砂敷の配置と表現法を定性・定

量的に分析し，その時代や宗派の特徴を把握した。 
江戸時代と昭和時代の作庭は総件数の約8割を占め，臨済宗の

庭園は総件数の約7割であった。白砂敷は庭園の「全面」・「前方」

と「中央部」といった 3 種類の配置形式で用いられ，「前方」の

事例が約7割を占め，そのうち9件は白砂敷が池泉の前方に利用

されていた。白砂率が 9%～100%に分布し，「方丈前庭」では庭

園面積も白砂率もばらつきが大きく，「前庭以外の方丈庭園」では

庭園面積が小さいほど白砂率が高い傾向にあった。「書院庭園」で

は庭園面積のばらつきが大きく，白砂率が平均的に小さかった。

約 9 割の事例に直線・波・渦巻などの砂紋が利用され，盛砂は8
庭園にみとめられた。白砂敷内部におけるほかの庭園要素の有無

についてはほぼ同数であり，庭石がもっとも多く利用されていた。 
白砂敷は臨済宗の庭園に発達し，儀式的特徴を持つ方丈前庭と

生活的機能を重視した前庭以外の方丈庭園・書院庭園で，多様な

役割を果たしてきた。寺院における白砂敷の庭園は室町・桃山時

代に形成され，江戸時代の発達期と明治・大正時代の衰退期を経

て昭和時代に至った。そして，昭和時代になると作庭数は増加し

たが，方丈前庭は儀式的機能を持つ空間から座観のみの空間に変

化していったということが示唆された。 
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